
省エネリ17脅|■ム 最大

哺 毒畔1 市内の住宅 (―戸建ての住宅,長屋又は共同住宅の住戸部分で居住部分の床面積が延べ面積の
1/2以上のもの)の所有者(予定を含む。)又は居住者(予定を含む。)

※市内事業者が元請負人又は下請負人として補助対象工事を施工する必要があります。

|…  平成28年 4月 11日 (月 )～平成29年 3月 28日 (火 )

※予算額に達した場合は,期間内でも受付を終了します。

鶉
工 事 対 象 メ ニ ュ ー ※その他要件もありますので,詳細は京如いすまいセンターホームページを鵡 ください。
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窓の断熱改修 (内 窓設置,外窓交換 ) 最大1万 8千円/箇所 窓の断熱改修 (ガラス交換 ) 最大 7千円/枚

外壁への

断熱材設置

土壁への断熱材設置 20万円 /式 屋根への断熱材設置 10万円/式

上記以外の場合 10万円/式 天丼への断熱材設置 3万円/式

床への断熱材設置 5万円/式 高断熱浴槽の設置 2万円/式

ドアの断熱改修 最大 3万円/箇所 内装断熱パネノじの設置 (壁,床,天丼 ) 最大各 5万円/式

遮熱塗装等 (屋根,外壁 ) 最大各 3万円/式 庇の設置 8千円/箇所

窓の遮熱フィルム又は遮熱塗装 最大2千円/箇所 内装の左宮工事 (オプションエ事 )※ 2万円/式

※オプシヨンエ事のみでは補助の対象になりません。ほかのメニュー又は省エネ住宅ポイント対象工事と併せて申請してください。

step l step2

膨 手続の流れ・必要警類 専印81E士 刷織燿鏡戦騰 外諜者である場創こ紹してください。

①事前協議書★ ②チェックリスト★ ③補助金額算出書★

④補助対象工事に係る下請負人リスト☆ ⑤付近見取図

⑥住民票の写し(現に居住している方)又は

登記簿謄本の写し(現 1こ居住していない方)

②工事の見積書の写し ③工事前写真

⑨工事内容及び使用材料等の仕様が分かる図面等

矮ミ省エネリフォームは家計にt健康にもやさしい′

住宅の消費エネルギーを削減し,環境にやさしい省エネリフォームは,

「光熱費の削減」にもつながります !

例 :窓を全て二重窓にした場合,10年間で光熱費を織盆Q肩問 (2爾圏/年 )も 削減 !

※ 120扇程度の本造一戸建ての住宅を想定した市の試算による。
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step3

①補助金交付申請書☆ ②交付申請額算出書☆

③補助金請求書☆ ④工事請負契約書等の写し

⑤領収書の写し ⑥下請契約に係る契約書等の写し☆

②工事完成写真(隠蔽部は施工中の写真)

③工事内容を証明する書類縣内品書等又は工事内容証明書☆)

省エネリフォームで室内の温度差を小さくすることで,

ヒートショック※の発生を抑えることができます !

※ヒートショックとは,急激な温度変化により血圧が急変する現象を指し,心筋梗塞や脳卒中を引き起こす原因となります。

また,適切に断熱改修を行うことで,室内の結露も抑えることができ,

結露によるカビの発生を防ぐことにもつながります !
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市内の昭和 56年以前の本造住宅 (一戸建ての住宅,長屋
又は共同住宅で居住部分の床面積が延べ面積の 1/2以上
のもの)の所有者 (予定を含む。)又は居住者(予定を含む。)

平成28年 4月 11日 (月 )～平成29年 3月 16日 (本 )

※予算額に達した場合は,期間内でも受付を終了します。

最大雉 薇
爾潤∫

平成 28年度から,密集市街地内
で一定の防火対策を行う場合,補
助金最大 量5肩胃上乗せします♪
※詳細は京(みやこ)安心すまいセンターまで

ン 補 m対 象 とな る 工 事 の メ ニ ュ ー ※その罐 件もありますので,詳細は京力いすまいセンターホーム← ジを鵡 ください。

※付帯工事のみでは補助の対象にはなりません。ほかのメニューと併せて申請してください。
※付帯工事のメニュー①及び○は,在来工法の場合はメニュー①,③又は⑦,伝統構法の場合はメニュー②,①又は⑮と併せて申請してください。
※市内事業者が元請負人又は下請負人として補助対象工事を施工する必要があります。(③,⑭シェルターの設置を除く。)

平 手続の流れ 0必要書類 喜:8浚社嗣織電籍錘鷲喘外誅者であ楊 嚇付してください。

:SI霙量鸞趙黙
蜘
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図
:

:⑥チェックリスト☆ ⑦補助金額算出書★ ③補助事業に係る見積書    :
:⑨補助事業の計画図面(縮尺¬/¬ 00程度)

⑩`申請建築物の全景写真及び工事部位の写真

旱
:補 助 対 象 メ ニ ュ ー の 活 用 911※ほ洲こ報 棚々 準 のメニューを組み合わせて使うことができま丸

→→
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①根継ぎ等による土台又は柱等の

劣化,蟻害の修繕
20万円

建
築
物
の
健
全
化

⑨根継ぎ等による土台又は柱等の

劣化,蟻害の修繕
20万円

②水平方向,垂直方向等の歪みの補正

(6/1,000以内に補正するもの)

20万円
⑩水平方向,垂直方向等の歪みの補正

(1/100以内に補正するもの)

20万円

③基礎のひび害」れ等の補修 10万円 ①礎石等の基礎の補修 20万円

④屋根の軽量化 20万円
⑫土壁の修繕(中塗りまで落として塗り
直すもの)又は新設

20万円

⑤建築物の四隅等への耐震壁の設置 15万円 ○屋根の軽量化 20万円

⑥屋根構面又は2階床組若しくは

小屋組の水平構面の強化
10万円

床
面
等
の
強
化

⑭屋根構面又は2階床組若しくは

小屋組の水平構面の強化・補修
10万円

⑦有筋の基礎の増設 15万円 ⑮柱脚部への足固め,根がらみの設置 ¬0万円

③シェリしターの設置 30万円 ⑭シェルターの設置 30万円

⑫外壁等の劣化部分の修繕

5万円⑬土管の撤去

◎防蟻処理

ste,1 step2 step3 step4

①補助金交付申請書★ ②交付申請額算出書★

③工事請負契約書の写し ④領収書の写し

⑤下請契約の契約書の写し等■ ⑥補助金請求書★

⑦工事の状況を示す写真及び写真撮影方向図

※必ず工事契約・着工前に事前協議を行ってください。

→写晰爾隅
傷鶴磯解輩繕十基礎鶴康贅補修+シロ

ζ基編防除=屹趙瑕3は海薦→鱚瘍肩圏

t議鱗鬱 十屋場曖鱚化=囃厄顆轟晰露爾→p鮨両霧
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京都市内の戸建住宅,マンション,集会所等に,下表内の設備を設置する個人,管理組合,自治会等
(賃貸マンションの個人所有者も対象)

平成28年 4月 11日 (月 )～平成29年 3月 31日 (金)塑蛋義
※対象設備の設置完了日(太陽光発電システムの場合は電力需給開始日)の翌日から60日以内又は平成 29年 3月 31日 (金)のいずれか早い日まで

に申請が必要です。申請期間内であっても,予算の範囲を超える日をもって受付を終了します。

更渕         金額が

:|2倍に増1   .
皇議嘉准鷺訂』乱成金額が 集漑熱fll用じ癸季会あ助成金額を

一部増額′など :

太陽光発電システム (全量売電は対象外)

・増額対象条件を拡大 (蓄電システムと同時設置)

。
(※ 1)の助成金額を増額

最大出力 lkW当たり

2万円 (上限 4kW)※ 1

蓄電システム
蓄電容量 lkWh当 たり

5万円 (上限 6kWh)※ 2

。分譲マンション及び集会所への設置助成金額を
増額など

太陽熱利用システム
10万円 ×3 。太陽光発電システム同時設置の場合,助成金額を

3倍に増額5万円 ※3

家庭用燃料電池システム (エネファーム) なし :(参考)国の補助制度と併用可    FCA 回

由ビML(家庭用エネリしギーマネジメントシステム) なし :(参考)京都府の補助制度と併用可  KCFCA 回

※1助成対象の太陽熱利用システム又は蓄電システムと同時に設置する場合や,省エネ改修又は耐震改修 (補

助対象工事費用 25万円以上)と 同時に行う場合,最大出力 lkW当たり4万円(上 限 4kW)
分譲マンション(管理組合)及び集会所 (白 治会等)へ設置する場合,最大出力 lkW当 たり4万円(上 限なし)

※2分譲マンション(管理組合)及び集会所 (自 治会等)へ設置する場合,畜電容量 lkWh当たり75万円 (上 限

なし)

※3省エネ改修又は耐震改修 (補助対象工事費用 25万円以上)と同時に行う場合は助成金額が 2倍に増額,

助成対象の太陽光発電システムを同時に設置する場合は助成金額が 3倍に増額

嘲講菌旨0淵 電オ、 ※交付申請に必要な書類などの詳細はホームページを参照。 京都市創エネ ロ雷調
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(参考)太陽熱利用システムでは

約亀駿年 組量鰈年
(LPガスの場合)(都市ガスの場合)

【算定条件】
・集熱面積 4m2の強制循環型システムを設置
・年FB5燃料削減量は4人家族の標準値
・ LPガス燃料単価 580円 /m3
・都市ガス燃料単価 167円 /m8

この印刷物が不要になれば「雑がみ」として古紙回収等へ ! F:橿曇曇

step2 step5

(返送していただく請求書も同封)

ン 設置費用の回収年数 こちらのホームージでシミュレーシヨンができま幌h岬〃dOyottkyttα comttpttos″ hdexhtml

巡屹軋鯰 l
※本市

太陽光発電システム

【算定条件】
・新築住宅に4kWの システムを設置
。年間発電量4,000kWh(6割を売電,4害」を自家使用)

・買取価格31円 /kWh(最 初の10年間)

277円 /kWh(11年目以降)

・電気料金単価277P3/kWh


